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洋
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籍
の
年
を
各
々
子
卯
午
酉
、
丑
辰
未
戌
と
す
る
こ
と
ぼ
三
后
朝
に
な
っ
て

　
定
め
ら
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
簡
占
触
年
次
の
磯
｛
疋
も

案
下
遅
い
、
．
と
が
あ
綜
硫

⑪
鈴
木
俊
「
戸
籍
作
砦
無
次
と
唐
令
」
『
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
』
史

　
学
科
第
三
号
。

⑫
　
ペ
リ
オ
三
八
九
八
。
山
本
達
郎
「
敦
煙
発
見
戸
制
田
制
関
係
文
霞
十
五

　
種
一
」
　
『
東
文
化
研
究
所
紀
…
要
』
・
†
論
証
、
　
一
八
六
頁
。

⑬
即
ち
先
天
二
年
諾
の
文
を
灘
説
通
り
徽
兵
適
令
の
金
般
的
引
上
げ
と
解

　
し
た
場
合
。

⑭
西
村
元
佑
「
唐
代
敦
燈
差
科
簿
の
研
究
」
『
西
域
文
化
研
究
』
第
三
、

　
四
二
三
頁
。

執
籏
　
者
　
紹
　
介

一　
押
野
昭
生

狩
　
野

久

龍
谷
大
学
講
師

京
都
大
学
大
学
院
学
生

堀
　
池
　
春
　
峰
　
　
東
大
寺
図
魯
館
勤
務

菊
池
英
夫
　
東
洋
文
庫
研
究
生

越
　
智
　
武
　
臣
　
　
京
都
大
学
助
教
授

岸

俊
　
　
男
　
　
京
都
大
学
助
教
授

wAXN

麿代府兵綱痩捨遺（菊池）

…
ζ

十

月

臼

A
v
午
後

時
よ

り

例

会

予

告

京
都
の
伝
統
産
業
を
さ
ぐ
る
（
予
定
）

一
西
陣
織
物
・
清
水
焼
晃
学
ー

ハ
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一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

炭
学
研
究
会
大
会
予
告
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

左
記
に
よ
り
、
本
会
の
昭
和
三
十
五
年
度
大
会
及
総
会
並
び
に

読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会
大
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
多
数
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
御
案
内
申
し
あ
げ

ま
す
。

◇
＋
嗣
月
瞬
鶏
（
火
）
年
前
八
晴
半
～
午
後
五
晦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@一

　
見
学
会
　
彦
根
探
訪

　
　
　
御
上
神
社
・
滲
根
城
・
美
術
館
・
地
歩
記
念
館
・
多
賀
神
社
・

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

　
　
　
姉
宮
神
社

　
　
　
　
　
　
講
師
　
京
都
大
学
教
授
柴
田
　
実
氏

　
　
　
参
加
会
費
　
　
　
五
〇
〇
円
（
昼
食
費
を
含
む
）

　
　
　
※
参
加
御
調
塾
の
方
ほ
、
前
以
て
お
申
込
下
さ
い
。

◇
＋
一
月
二
顕
（
水
）
午
後
一
時
よ
り
　
於
京
大
楽
友
会
館

　
　
史
学
研
究
会
大
会
及
び
総
会

　
（
講
演
）

　
　
属
…
延
漢
簡
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
教
授
　
　
森
　
　
鹿

　
　
　
武
士
田
の
発
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
大
学
教
授
竹
内
理

　
◇
十
一
月
三
掛
（
観
）
午
前
九
蒔
よ
り

蘭
（
、
　
　
　
読
史
会
・
東
洋
史
談
謡
会
・
西
洋
史
読
霧
会
各
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
　
学
　
概

　
　
会
　
員
　
餐
　
位

n
…
く
…
一
く
ξ
…

三
　
氏

三
　
氏

究
　
会

　　　　　nv　　　　．一nv　　A　mupm

幾
ー
ー
ー
ー
‘
…
、
《
一
《
一
い

樋
盟
編
集
後
記
猫
酬

　
四
三
巻
四
丹
で
お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。
一
七
四

名
か
ら
圃
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
回
答
を
お
寄
せ
く
だ
さ
っ
た
方
が
た
に
御

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
編
集
方
針
に
つ
い
て
、
そ
の
多
く
は
現
在
の
あ
り
方
に
賛

同
し
て
く
だ
さ
つ
で
い
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。
編
集
部
一
同
は
御
期
待
に
そ

い
え
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
掲
載
論
文
の
傾
向
に
か
ん

し
て
、
史
学
史
や
壁
学
方
法
論
に
か
ん
す
る
論
文
が
少
い
と
い
う
注
意
が
あ
り
、

ま
た
年
一
回
の
特
輯
号
の
復
活
、
問
題
点
を
中
心
と
す
る
研
究
動
向
の
紹
介
を

希
墓
す
る
声
が
根
当
数
あ
り
ま
し
た
。
さ
い
き
ん
と
く
に
興
味
を
も
つ
て
読
ま

れ
た
論
文
あ
る
い
は
研
究
ノ
ー
ト
で
は
、
大
部
分
が
そ
の
論
交
に
関
係
あ
る
専

攻
潔
ば
か
り
で
し
た
。
た
だ
宮
騎
理
纂
長
の
「
ト
ル
フ
ァ
ン
発
見
田
土
文
譲
の

性
質
に
つ
い
て
』
　
（
四
三
巻
三
号
）
と
、
穂
村
氏
の
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
国
教
会

成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
　
（
同
帰
）
と
の
瓢
篇
が
、
東
洋
史
あ
る
い
は
酉
洋
史

い
が
い
の
方
に
も
、
比
較
細
意
《
興
味
を
も
つ
て
読
ま
れ
た
よ
う
で
す
。
他
の

専
攻
者
に
も
興
味
を
も
つ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
論
文
が
少
か
っ
た
こ
と
は
、

史
学
に
関
係
あ
る
諸
学
科
の
総
合
誌
で
あ
る
こ
と
を
自
負
す
る
史
林
と
し
て
ほ
、

大
い
に
反
省
を
要
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
考
慮
し
、

批
判
と
注
文
を
と
り
い
れ
て
、
今
後
の
編
集
を
進
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　
な
お
一
九
五
五
年
い

ら
い
、
会
員
の
移
動
、

住
所
変
更
な
ど
が
か
な

り
あ
り
ま
す
の
で
、
薪
、

名
簿
を
一
二
月
上
旬
お

騒
げ
で
ぎ
る
よ
う
に
、

い
ま
作
製
中
で
す
。
前

回
の
名
簿
に
変
更
が
あ

っ
て
、
ま
だ
太
－
会
へ
通

知
さ
れ
て
い
な
い
方
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
至
急

お
知
ら
巷
く
だ
さ
い
。

　
　
　
（
小
野
則
節
）

…軌

魔O0

ﾘ一

苺
?
』
五
戸
獅
欄
　
定
価
剛
八
O
円

　
史
　
林
　
（
第
四
三
巻
第
六
号
）

　
　
　
　
京
都
市
窯
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
郡
大
学
女
攣
部
内

発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撫
穂
京
都
五
一
五
鷺
齋

　
　
　
　
　
　
　
毒
悪
長
　
　
宮
麟
衛
定

　
　
　
　
　
　
編
集
主
佳
　

赤
松
俊
秀

　
　
　
東
編
市
下
窟
罧
繭
七
条
櫛
駈
ノ
内
漿
灘
三
九

印
刷
所
　
中
村
印
判
株
式
会
社
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